
間接修復物のセットにおける
スーパーボンドの有用性を見直す

Report

Clinical Report

静岡県浜松市　石川歯科　鷲野 崇／石川 知弘

32 Dental Magazine

はじめに

拡散促進モノマーとして4-META、
重合開始剤としてTBBを採用した

MMA系レジンセメント「スーパーボ
ンド」（図1）は、1982年2月に発売開
始されて以来、現在でも幅広い用途に
使用され続けている。
矯正用ブラケットの装着や歯周病治

療時の暫間固定、外傷治療時の破折歯
の接着等の用途においてスーパーボン
ドが日常臨床で活躍する場面は多い
が、筆者らは間接修復物の装着材料と
しても多用している。
スーパーボンドは、
①完全化学重合型であるため、重合反
応に光エネルギーを必要としない　
②水分や空気と接触する界面から重合
が進行する　
③しなやかで衝撃を吸収する　
という特徴があり、それらの特徴は、
スーパーボンドを修復物の装着に用い
るという用途において利点になると感
じている。

巷で良く聞く「スーパーボンドは最
新のCAD/CAM冠やガラスセラミック
スの接着材料としては不向きではない
のか？」という意見も含め、本稿にお
いてその有用性を考察していきたい。

1. 光エネルギーは減弱する

接着性レジンセメントは、その硬化
機序から光重合型、デュアルキュア型
（光と化学重合型）、化学重合型の3つ
に大別される。
光重合型のレジンセメントは、重合

反応のために光エネルギーが必要であ
る。修復物の厚みが薄い場合には、光
エネルギーがセメントまで到達すると
考えられるが、修復物が厚みを持つ場
合には光エネルギーがセメントまで到
達できないリスクがあるため使用は望
ましくない。
また、デュアルキュア型のレジンセ

メントでは、光エネルギーがセメント
まで到達しないような場合でも化学重
合反応に期待ができるという利点があ

る。しかし光エネルギーの到達が困難
な部分におけるデュアルキュア型の化
学重合反応は、セメント自体の重合反
応を完了させるのに不十分だとの研究
報告もある1、2）。
実際の臨床において、修復物の厚み

が厚いと光エネルギーは大きく減弱さ
れてしまう3、4）こと、光照射器から発
せられる光エネルギーは距離に反比例
して減弱してしまう5）ことを考えると、
適応には慎重にならざるを得ない（図

2）。

2. スーパーボンドが化学重
合型であることの利点

スーパーボンドはモノマー液（ク
イックモノマー液）にキャタリストV

を混合して活性化液をつくり、その活
性化液とポリマー粉末を混ぜ合わせる
ことにより、モノマーの重合反応が加
速される。
つまり、スーパーボンドは光エネル

ギーを必要としない純粋な化学重合タ

図2 光照射器から発せられる光エネルギーは、距離
に反比例して減弱してしまう。

図1 1982年に発売されたスーパーボンド。様々な改
良がされ、使いやすくなっている。

図3 スーパーボンドは窩壁から重合が進み、コント
ラクションギャップが生じにくい。

スーパーボンド
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イプであるため、光が届かない場所で
あっても確実に化学重合反応をしてく
れるという特徴がある。

3. 高湿潤環境におけるレジ
ンセメントの硬化機序

一般的にコンポジット系レジンセメ
ントに使われるレドックス触媒は、水
分の影響を受けやすく、高湿潤環境に
おいて接着強さが低下してしまう6）と
いう欠点を有している。
口腔内は湿度90％以上の高湿潤環

境にあるとされており7）、間接修復物
の装着時には確実な防湿が困難なこと
が多いため、注意が必要である8）。
一方、スーパーボンドのキャタリス

トVに含まれる重合開始剤TBBは、少
量の酸素や水分が存在する方が、重合
速度が大きくなるという特徴がある9）。
つまりTBBは通常では重合が進みに

くい湿った象牙質の接着界面から優先
的に重合が進むので、コントラクショ
ンギャップが起こりにくいこと、多少
の湿潤環境にあっても接着が阻害され
にくいことを示唆している（図3、4）。
このことが完全乾燥の困難な臨床

の場でスーパーボンドが安定した接
着性を示す理由の一つと考えられて
いる10、11）。

4. 脆性材料の接着にスー
パーボンドは適していない？

オールセラミックスなどの硬く弾性
率の高い補綴物をスーパーボンドで接
着すると割れやすく不向きだという根
拠に、脆弱なマテリアルを補強するた
めには、弾性率が高いセメントが必要
であるという説がある。
確かにスーパーボンドのようなフィ

ラーを含まないMMA系レジンセメン

トは、コンポジット系レジンセメント
に比べて弾性率が低い（図5）。
しかし、JIS規格に則った曲げ試験

方法というのは三点曲げ試験（図6）で
あり、支台歯の裏打ちは無く、試験片
は装着時のセメント厚さとはかけ離れ
ており、実臨床とはかなり状況が異
なっている。
梶原らは、硬質レジンジャケット冠

への繰り返し衝撃試験で、レジンセメ
ントの物性は耐破折性に影響を及ぼさ
なかったことを報告12）しており、迫口
らはCAD/CAMレジン冠の繰り返し
衝撃試験に対する破折抵抗性が最も高
いのはスーパーボンドであることを報
告13）した（図7〜9）。
フィラーを含まないからこそ、スー

パーボンドは荷重を受けると追従して
塑性変形するという柔軟性があり、そ
こに高い接着強さが組み合わさること
により、補綴物と支台歯を一体化し、

図5 一般的な三点曲げの試験では、スーパーボンド
の弾性率は低い。

図6 三点曲げ試験の模式図。実臨床とはかけ離れた
状況で測定されている。

図4 一般的な化学重合型レジンや光重合型レジンで
は、コントラクションギャップが生じやすい。
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図8 繰り返し衝撃試験機にて、装着したCAD/CAMレ
ジン冠が破折するまで衝撃を加え続ける13）。

図7 迫口らは規格化された金属支台に、規格化され
たCAD/CAMレジン冠を各社レジンセメントで装着し、
より臨床に近い状態を再現した13）。
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図9 CAD/CAMレジン冠の装着では、衝撃吸収性と
高い接着力も相まってスーパーボンドの耐破折性が有
意に高い13）。
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補綴物に加わる衝撃に対して高い抵抗
性を示すと考えられる。

5. スーパーボンドは扱いに
くい？

「スーパーボンドは早く硬化してし
まうので多数歯の装着には用いられな
い」、「スーパーボンドはすぐに糸を引
くから使いづらい」という声を聞くこ
とがある。
これはスーパーボンドの主成分であ

るMMAに対するPMMAの溶解度が

26℃を超えると急激に高まり、これ
により重合速度が速まる傾向があるこ
とが原因として挙げられる。
操作可能時間を確保するためには、
①混和法を採用する
②混和法用ポリマー粉末（図10）を使
用し、25℃以下の室温下で操作する
③スーパーボンドマイクロシリンジ

（図11）を使用する
などの工夫を行うとよい。
以上のことを踏まえ、臨床例を供覧

する。（図12〜16）
また、余剰セメントの除去において

も筆者が臨床で行っている幾つかのポ
イントを解説したい。
①装着直後に固く絞ったアルコール綿
球で大まかに余剰セメントを除去する
と後の操作がスムーズにいきやすい。
②装着後の柔らかい間にフロスでコン
タクトと歯間乳頭部の余剰セメントを
絡めて取っておくとよい。
③ウォッシャブルセップ（図17）を予
め修復物のマージン部や隣接面に塗布
しておくと、余剰セメントの除去はさ
らに容易である（図18〜24）。

まとめ

スーパーボンドは修復物の装着にお

いて、非常に有用なレジンセメントで
ある。　
多くの長期症例と研究データがそれ

を証明しており、本稿がそのクォリ
ティを見直すきっかけになれば幸甚で
ある。
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図17 口腔内で使用でき、乾燥すると青い被膜になる
ウォッシャブルセップ。水洗で除去できて、接着阻害
をしない。

図18 下顎臼歯に連結冠を装着する。

図23 コンタクトと歯間乳頭部は余剰セメントをフロ
スに巻き付け除去する。

図24 装着完了。

図20 補綴物内面に混和泥を満たす。

図22 補綴物を素早く支台歯に圧接し、スケーラーや
探針などで余剰セメントを除去していく。

図19 試適後、補綴物内面を清掃し、ウォッシャブル
セップを補綴物マージン部付近と隣接面部に塗布。

図21 支台歯にも混和泥を塗布する。

図16 2  ジルコニアクラウン装着完了後の正面観。
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